

























































ンチュリー大字典の予約販売の際、臨時出張所が設けられた程重要な地であつた。 （略）その場所は下京区三條通麩屋町西へ入ル弁慶石町三十四、 三十五番地で、地所及建物は既にこの五月九日買収を終つてゐた。 （略）而してこ 店では書籍文房具のみを取り扱つた。
　
京都丸善に関する『学鐙』に寄せられた記述を見ることとする。




生島遼一「大阪と京都の「丸善」 」 （ 『学鐙』昭和四四年一月） （一 頁）
　
私は梶井のような「気づまり」を感じて、この店を避けていた記






ブランデン氏も「丸屋、 丸善と学鐙」 （ 『学鐙』昭和三八年十月
　
一二頁）










見に来たし、 それ 私は丸善 特殊な享楽をさへ持つてゐたものなのだ」という表現が、 「檸檬」で 「察し つくだらうが私にはまるで金が

























































































































備え、それを混用しないで使っておられたのだ」と書いている。セザンヌの多色とともに、同じ黄や赤や青など も異なる色調への拘りを見ことができる。また、デッサンと色彩 関係についても、 「画家はデ
ス

























又、多くの柑橘類や林檎や他の物体のなかで、檸檬が単体として描かれている作品を見ることができる。梶井が読んでいた『白樺』 （大正一一年一月号）には、 「静物」と題された挿画が二点掲載されている。そのうちの 点は、 「砂糖壺、 梨とテーブルクロス」 （一八九三～九四年
　
ポー







ロスが掛けられ、その上に、花瓶、大きな貝殻 コーヒーカップが置かれている。その背景に黒い針のない置時計 配さ ている。暗色をバックにし 白いクロスに右側が僅かながら隠れた様子で黄色の檸檬が置かれている。後景の黒い置時計と黄色い檸檬の対比 印象的な作品となっている。そして針のない時計は セザンヌの近代へ向かう「時」に対す
る抗いも、感じ取ることができるのではないか。　「見すぼらしくて美しいもの」を端的に表したものとして、 「花火」や
「おはじき」 、 「南京玉」が例にあげられている。その花火も「あの安つぽい絵具で赤や紫や黄や青や、様ざまの縞模様を持つた花火の束」であり、 「中山寺の星下り、花合戦、枯れすすき。それから鼠花火」というような様ざまな花火であ 子ども時代の郷愁がそ られるものとなっている。また、 「安つぽい」 「様ざま 縞模様」か は、 「デコデコ」した原色が想起できるが、そ 色からびいどろで作られた、おはじきや南京玉の涼やかな色へと想像が広がっている。さらには、 嘗めたときの 「幽かな涼しい味」 ら、 「幼時のあまい記憶」が蘇るのである 、 れは両親の思い出であり、楽しい記憶への回帰である。　
また、 「見すぼらしくて美しいもの」としては、習作「瀬山の話」では、
安線香にも言及している。 「私はまた安線香がすきだつた」として、 「上包みの色」と「匂ひ」へ 執着 書かれて る 、定稿では削除 れいる。こ ことは、後に購入する檸檬の「匂いやかな空気」との齟齬を感受したからではないか。　
色彩について「檸檬」のなかで特徴的に表れるのは、黄色と多色とい









いたものが檸檬であるとしている。 しかし、 「見すぼらしくて美しいもの」でも「二銭や三銭のもの――と云つて贅沢なもの」 、 「美しいもの――といつて無気力な私の触角に寧ろ媚びて来るもの」と 自分の嗜好に強訴えかけるものと規定している。　
また花火では、多色であるとともに多数であるこ が特徴としてあげ
られる。それは「花火の束」 、 「一つづつ輪になつて箱につめてある」という描写である。この多色使いと多数というこ もまた、 「安つぽい」ということの代償ではないか。そしてこの多色と多数 対照的に表れるのは、 「レモンエロウの絵具をチユーブから搾り出して固めたやうなあの単純な色」という檸檬の単色と、 一つだけ買ふことにした」とい一顆 檸檬を買う 行為である。そしてさらには、 「私」 が丸善で 「一等いい鉛筆を一本 ふ位の贅沢」と同様 意味を持つ である。　
丸善では、 「本の色彩をゴチヤゴチヤに積みあげて」 、その上に爆弾に






のが見られるし、それがセザンヌ的な造型感覚につ がって ることも見られるのであ 」と述べている。色彩だけ なく、セザンヌの静物画の構図に見られる一顆 檸檬の存在 との同質性が見出せる。　「美しいもの」は一顆の単色の檸檬により体現されたともいえるので










































た。その意味では、定稿における母の消去は、その分、小説 中でのレモンの位置 重さを示し て、この作品の性格を露わにしている と述べている。　
詩「秘やかな楽しみ」と定稿「檸檬」では母 表現は見られない。習






られる。 「瀬山の話」では、 「それに第一、線香の匂ひがどんな いゝものだかは君も知つてゐるだらう」や 何に
ママ
？君は面白くもないと云ふの












る。近代の象徴であ 丸善 画本と檸檬 対して檸檬爆弾を仕掛け、丸善から外に出たあとの「変にくすぐつたい気持ちが街の上の私 微笑ませた」という感慨で る。　
そして自己完結という状況においては、余裕のある心境により、諧謔




くて美しいもの」である。 「二銭や三銭のもの――と云つて贅沢 もの。美しいもの――と云つて無気力な私の触覚に寧ろ媚び 来るもの」に「私」の心は慰められのである。金はなくとも美は手放さない。しかし、多色への懐古の反面、檸檬の単色を心奥では希求している。そして、丸





という記述の「廃屋」を前近代に、また、 「風景」を現代 措定のではないだろうか。 「檸檬」 は丸善の近代、廃屋の前近代、 「甘 記憶の」過去、裏通りのカンナや向日葵の咲く現代と 様々 時が描かている。　
詩「秘やかな楽しみ」から習作「瀬山の話」 、 「檸檬」という作品の流
れでみると、習作「瀬山の話」から、挿話「檸檬」を取り出し、そ を精神面や文体のうえからも より平明にと彫琢し も が「檸檬」であるといえるのではないか。　
ここに同時期に草稿が書かれていた、 「城のある町にて」の文体と通
底していることが指摘できる。また、梶井が日記に書い セザンヌの廃屋と風景は何れが美なるか」では、 「檸檬」には「廃屋 がテーマとなっ
27
梶井基次郎「檸檬」にみる近代と前近代













































































































































23）安藤靖彦「 「瀬山の話」と 檸檬」 「過古」 『梶井基次郎』 （明治書院
　
平成八
年一月） （二九
（
24）古閑
　
章「檸檬」 『梶井基次郎研究』 （おうふう
　
平成六年一一月） （一五八頁）
（
25） （１）に同じ
［付記］
本文の引用は『梶井基次郎全集』第一巻（筑摩書房
　
昭和四四年六月）をテ
クストとし、引用もそれに拠った。旧字は新字に改めた。
（日本文学専攻
　
博士課程後期三年）
28
日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号
T
hecontem
poraryandearlym
odernperiodsseenthroughM
otojiro
K
ajii's“L
em
on”
K
O
N
D
O
N
ori
［
A
bstract ］
T
hetitleofM
otojiroK
ajii’sbest-know
w
ork,“L
em
on,”
derivesfrom
aneponym
ousanecdoteintheauthor’sdraftm
anuscript
forth
eu
n
fin
ish
ed
“S
ey
am
aS
tory
.”In
th
esh
ortn
ov
el(“I”),th
e
narrator,hasfallenintoaruinousstatethroughillhealthanddebts,
andhasstoppedgoingtoM
aruzen,thebookstoreinK
yotothathe
onceadored.Inthepresent,itisnow
thebackstreetsofthecitythat
allurehim
.Inthesebackstreetsem
ergesasceneryapproachingdoom
,
w
here“M
udw
allscollapseandtherow
sofhousestiltoveratan
angle.”Itispossibletoseeaconnectionbetw
eenthesedescriptions
andthedesertedhouseshedescribesthusinhisdiaryentriesof1923:
“W
h
ich
ofC
ezan
n
e’sd
eserted
h
ou
sesorh
islan
d
scap
esareth
e
beautiful?”
O
necandetecthereacontrastbetw
eentheM
aruzenstore,w
hichis
theconcretem
anifestationofthecontem
poraryw
orld,andtheearly
m
odernbutnow
defunctdesertedhouses.F
urtherm
ore,thecolorful
vidroglassandfirew
orkscanbeconnectedtoC
ezanne’sfastidious
useofcolorinhispaintings.A
ndintheactofplacingalem
onontop
ofhisheaped-uppileofpicturebookstheauthorcanrem
indusofthe
com
positionofC
ezanne’sstilllifepaintings.F
inally,thedestructionof
M
aru
zen
b
y
K
ajii'sfan
tasy
ofa“lem
on
b
om
b
”can
b
eseen
as
reflectingboththeauthor’ssenseofhum
orandatem
porarycatharsis.
［
K
eyw
ords ］
M
aruzen,contem
porary,earlym
odern,C
ezanne,hum
or
